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論文内 容の要 1::::. 
国

この論文は，学位巾泊者が三莱電機株式会社中央研先所において行なったアンテナに閃する研究ω

うち，移動体用ユニポーノレアンテナに関する研究の部分をまとめたものである。本文は 6 辛から成っ

ている。

章 1 はこの論文に関する序論であって，まず移動体用ユニポーノレアンテナの特異性および問題点を

論じ，この研先を始めた動機および目的をJ&べ，さらにこの研究に凶辿する従来の研究を概説して，

この論文がこの分野において占める地位を明らかにしたものである D

章 2 では，す法を異にする 2 個以上の放射導体から成る‘不等寸法多i主体ユニーポノレアンテナ、を

考えてその回路的性質を理論的に解析し，つぎにその概念から導かれる不等長平行多導体ユニポーノレ

アンテナについて理論的および実験的にそのインピーダンス特性を調べ，さらにその変形として不等

長円すい状配区多導体ユニポーノレアンテナおよび不等頂部装荷多導体ユニポーノレアンテナについて実

験的にそれらのインピーダンス特性を調べて，この極の不等寸法多導体ユニポーノレアンテナがインピ

ーダンスの広告:域性および多帯域性をもっていることを解明しである。また広告:域性あるいは多布，域

性を得るためにはアンテナの各部寸法をどの程度に選べばよいかを，二三の代表例について明らかに

してある。なおこの章のアンテナは複数個の放射導体から成るため，放射指 r8J特性についても若干の

理論的考察を行なってある口

辛 3 では，まず平行多線状導体から成る一般化した折り返しユニポーノレアンテナを考え，それを理論

的に解析して給電点インピーダンスの一般式を求めてある。つぎにそれに基づいて，平行 4 線状導体

折り返しユニポールアンテナの助台のうち，とくに 4 導体のうちの 2 導休がそれぞれ他の 2 導休の内

側に包まれているもの，すなわち同柏市東山などの不平椀j伝送線路が放射導体内部に形成されている折

り返しユニポーノレアンテナについて理論的に解析し，そのインピーダンス特性を調べてある口さらに
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そのインピーダンス特性から小形化に適したアンテナ構成方、法を見出し，その小形化に適した不平衡

伝送線路内蔵折り返しユニポーノレアンテナの整合条件を考察して，二，三の新しい小形化アンテナを

導出してある。また不平衡伝送線路を含む折り返しユニポーノレアンテナのインピーダンス特性を利用

した広帯域化の方法についても述べてある。

主 4 では，まず移動体用として有用な寸法範囲の方形板状ユニポーノレアンテナのインピーダンス特

性を実験的に調べるとともに，板状導体に切り込みを付けることによって共振周波数を低くする方法

を考案しである。つぎにそれらの結果に基づいて切り込み付きあるいは切り込みなしの板状導体を用

い，章 3 の広帯域化の方法を適用して，航空機の VHF 通信用の小形広帯域板状ユニポールアン

テナ 2 種，および航空機の UHF 通信用の小形広帯域板状ユニポールアンテナ 1 種を実用化した研

究について述べてある。また鉄道車輔用の 60 cjs 架線電圧検知と 150 Mc 帯無線通信とに共用し

うる板状ユニポーノレアンテナを考案し，実用化した研究について述べてある。

章 5 では，まず 150 Mc 帯， 400 Mc 帯などの陸上移動無線通信の移動体用として適した形状寸

法の頂部装荷ユニポーノレアンテナのインピーダンス特性を実験的に調べ，つぎにその特性をさらに有

用なものとするために，円すい状アンテナの考え)j・から出発して，従来の容量性頂部装荷に誘導性リ

アクタンスを付加することによって，頂部装荷ユニポールアンテナの共振周波数を占有空間を増す乙

となく低くする力-法を考案し，実験的に確かめてある。また頂部装荷ユニポールアンテナの，移動体

用として，とくに鉄道車車両用としての実用について考察し，有用な方法として垂直放射導体を同軸形

あるいは折り返し形にすることを論じ，それに基づいて鉄道車車両用の VHF 頂部装荷ユニポーノレア

ンテナおよび UHF 頂部装荷ユニポーノレアレーアンテナを実用化した研究について述べてある。

;卒 6 はこの論文に関する結論であって，この研究によって得られた成果を総括して述べたものであ

る。

論文の審査結果の要旨

本論文;は，移動体用ユニポールアンテナに関する研究をまとめたもので， 6 章から成っている。

:!111 章は序論で，まず移動体用ユニポーノレアンテナの特異性および問題点を論じ，この研究を始め

た動機および目的を述べ，さらにこの研究に関連する従来の研究を概説して，この研究がこの分野に

おいて|片める地位を明らかにしている。

第 2 章では，す法を異にする 2 個以上の放射導体から成る不等寸法多導体ユニポーノレアンテナを考

えて，その回路的性質を理論的に解析している。つぎにその概念から導かれる不等長平行多導体ユニ

ポーノレアンテナについて理論的および実験的にそのインピーダンス特性を調べ，さらにその変形とし

て不等長円すい状配置多導体ユニポールアンテナおよび不等頂部装荷多導体ユニポーノレアンテナにつ

いて実験的にそれらのインピーダンス特性を調べている。これらの結果から，この種の不等す法多導

体ユニポールアンテナがインピーダンスの戸広帯域性および多帯域性をもっていることを結論してい

る。また広dll;;域性あるいは多イ11;域性を得るためにはアンテナの各部寸法をどの程度に選べばよいか



を二二ーの代表例について明らかにしている。なお，この章のアンテナは後数個の放射導体から成るた

め，放射指 IrUq:，ld~tについても右:1..ω理論的者察を行なっている口

第 3 章では，まず平行多線状導体から成る一般化した折り返しユニポールアンテナを考え，それを

理論的に解析して給電点インピーダンスの一般式を求めている。つぎにそれに基づいて，平行 4 線状

導体折返しユニポーノレアンテナの場合のうち，とくに 4 導体のうちの 2 導体がそれぞれ他の 2 導体の

内側に包まれているもの，すなわち同軸線路などの不平衡伝送線路が放射導体内部に形成されている

折り返しユニポールアンテナについて理論的に解析し，そのインピーダンス特性を調べている。さら

にそのインピーダンス特J性から小形化に適したアンテナ構成法を見出し，その小形化に適した不平衡

伝送線路内蔵折り返しユニポーノレアンテナの整合条件を考察して，二，三の新らしい小形化アンテナ

を導出している。また不平衡伝送線路を含む折り返しユニポー jレアンテナのインピーダンス特性を利

用した広帯域化の方法についても述べている。

第 4 章では，まず移動体用として有用な寸法範囲の方形板状ユニポールアンテナのインピーダンス

特性を実験的に調べるとともに，板状導体に切り込みを付けることによって共振周波数を低くする方

法を考案している。つぎにそれらの結果に基づいて切り込み付きあるいは切り込みなしの板状導体を

用い，第 3 章の広帯域化の方法を適用して，航空機の VHF 通信用の小形広帯域板状ユニポールア

ンテナ 2 種，および航空機の UHF 通信用の小形広，!?J 域板状ユニポールアンテナ 1 種を実用化した

研究について述べている。また鉄道車輔用の 60 cjs 架線電圧検知と 150 Mc 品無線通信とに共用

しうる板状ユニポーノレアンテナをを考案し，実用化した研究について述べている。

第 5 章では，まず 15 Mc 枯， 400 Mc 帯などの陸上移動無線通信の移動体用として適した形状寸

法の頂部装荷ユニポー jレアンテナのインピーダンス特性を実験的に調べている口つぎにその特性をさ

らに有用なものとするために円すい状アンテナの考え方から出発して，従来の容量性頂部装有~~と誘導

性リアクタンスを付加する乙とによって，頂部装荷ユニポールアンテナの共振周波数を占有空聞を増

す乙となく{尽くする方法を巧一案し，実験的に確かめている口また頂部装荷ユニポールアンテナを，移

動体用とくに鉄道車輔用として実用化することについて考察し，有用な方法として垂直放射導体を同

軸形あるいは折り返し形にすることを論じている。それに基づいて鉄道車輔用の VHF 頂部装荷ユ

ニポールアンテナおよび UHF 頂部装荷ユニポールアンテナを実用化した研究について述べている。

第 6 章は結論で，この研究によって得られた成果を総括して述べている。

本論文は移動体に使用することを目標としたユニポールアンテナの某本的な解析と実験を行ない，

その結果に基づいて具体的に移動体用のユニポールアンテナを開発研究したものであって，研究の成

果は次のように要約される口

(1) 移動体用ユニポーノレアンテナの問題のうち，特にインピーダンスの点に注目し，小形化，広花，域

化，多帯域化を目標として某本的な解析および実験を行なった。

(2) との結果に基づいて開発した航空機用，および鉄道車輔用の極々の実用化例を述べ，具体的な方

法とその効果を示した口

(3) ユニポールアンテナの小形化に対しては ( i ) 不平衡伝送線路を合む折り返し型 (ii) 板状

母体に切り込みをつける方法 (iii) アンテナ頂部に誘導性リアクタンスを付加する方法が適して
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いることを示した。

(4) ユニポーノレアンテナの広帯域化に対ししは ( i ) 不等寸法多導体による方法 Cii) 不平衡伝

送線路を含む折り返し型が適していることを示した。

(5) ユニポールアンテナの多帯域化に対しては:不等す法多導体による構成が適していることを示し

7こ o

(6) ユニポールアンテナの小形広帯域化および小形多帯域化に適した多種の構成を示した。

以上のように本論文はユニポーノレアンテナの解析および開発，設計の面に寄与するところが多大で

あり，博士論文として価値あるものと認める。
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